
令和８年度自己評価計画書 

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

1 生徒の実態に

即した深い学

びを推進し、高

い倫理観と実

践力を確実に

習得させるこ

とで、国家試験

全員合格を継

続的に達成す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 生徒に課題意識

を持たせ思考す

る場面や、生徒同

士で課題につい

て話し合ったり、

教え合ったりす

る活動場面を意

図的に設定する。 

教務課 知識・技能の習得に

意欲的である生徒が

多い。しかし、学びへ

の意欲が継続しない

生徒や、多様な見方

考え方が苦手な生徒

への継続的な支援が

必要である。 

【成果指標】 

主体的な活動場

面の設定により、学

習意欲が向上して

いる。 

「授業は興味深く学習意欲がわ 

く」と評価した生徒の割合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 

  

C以下の場合、

授業形態、授

業内容を再検

討する。 

７月・１２月

にアンケー

トを実施す

る。 

② ICT 機器の利活

用により、授業へ

の興味関心を引

き出すとともに、

生徒の主体的な

思考を深める。 

教務課 ICT 機器を活用した

情報収集は出来る生

徒が多い。得た情報

を活用して課題解決

に向かう思考を養う

ための支援が必要で

ある。 

【成果指標】 

ICT 機器の活用

により、多様な視

点や考え方を共有

している。 

 

「ICT（Chrome Book）を活用

することで、多様な見方や考え

方に気がつくことができた。」

と評価した生徒の割合が 

Ａ ８５％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満 

  

 

C以下の場合、

ICT 機器の活

用方法、活用

場面を再検討

する。 

７月・１２月

にアンケー

トを実施す

る。 



③ 専門教科の知識・

技術の確実な定

着を図るため、目

標レベルに達す

るまで補習・個別

指導を実施する。 

 

衛生看護

科 

 

 

 

 

 

専攻科 

看護師国家試験演習

において、本校が目

標とする偏差値に達

していない生徒がい

る。 

【成果指標】 

〈衛生看護科〉 

看護師国家試験演

習において、全生徒

が目標偏差値を達

成している。 

 

〈専攻科〉 

看護師国家試験演

習において、全生徒

が目標偏差値を達

成している。 

〈衛生看護科〉 

偏差値４０未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １～２人 

Ｃ ３～４人 

Ｄ ５人以上  

 

〈専攻科〉 

偏差値４２未満の生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２人 

Ｄ ３人以上 

B 以下の場合、

個別指導を行

う。 

〈衛生看護科〉

８月・１月・

２月に看護

模試（全国）

を実施する。 

 

 

〈専攻科〉 

７月・１２月

に看護模試

（全国）を実

施する。 

④ 生徒の実態に即

した目標を設定

し、目標達成を積

み重ねることで、

介護福祉士国家

試験合格に必要

な知識・技術が習

得できるように

指導する。 

健康福祉

科 

 

 

 

 

学習習慣や基礎学力

の定着が不十分なこ

とにより、介護福祉

士国家試験合格に必

要な知識・技術が身

についていない生徒

がいる。 

【成果指標】 

社会福祉・介護福祉

検定において、全生

徒が各学年の目標

級に合格している。 

１年生 ３級 

２年生 ２級 

３年生 １級 

＜３年生＞ 

介護福祉士国家試

験演習において、全

生徒が合格基準点

を達成している。 

＜各学年＞ 

目標の級に合格しなかった生徒

が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２～３人 

Ｄ ４人以上  

 

＜３年生＞ 

介護福祉士国家試験演習で得点

率６５％に満たなかった生徒が 

Ａ ０人 

Ｂ １人 

Ｃ ２～３人 

Ｄ ４人以上  

＜全ての学年＞ 

B 以下の場合、

個別指導を行

う。 

 

 

 

 

＜３年生＞ 

B 以下の場合、

個別指導、小

グループ指導

を行う。 

 

 

 



重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

2 生徒会や部活

動、ボランテ

ィアを活性化

し、心身の健

康とレジリエ

ンスの涵養を

図るととも

に、活気あふ

れる学校づく

りを推進す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

➀ 文化祭の企画や

スポーツフェス

などの行事に縦

割り班を活用し、

より大きな枠組

みの中で他者と

継続して協働す

る力を育成する。 

生徒会 行事を通して他学年

と関わる機会はある

が、その前後に継続

して関わることが十

分に出来ていない。 

【成果指標】 

行事を通じた他学

年との協働により、

協力的な態度を習

得している。 

行事をきっかけに、普段の学校

生活で他学年と関わることが増

えたと答えた人が 

Ａ ８０％以上 

Ｂ ７０％以上 

Ｃ ６０％以上 

Ｄ ６０％未満    

 

C以下の場合、

次年度に向け

て、方法を再

検討する。 

行事の後に

アンケート

を実施する。 

 

② 

 

 

生徒のセルフケ

ア促進に向けて、

生活習慣、発達段

階を踏まえた活

動を実施する。 

保健課 

 

教育相談

課 

思春期特有の揺らぎ

や生活の変化による

心身のストレスに対

して適切に対処する

ことが困難な生徒が

いる。 

【成果指標】 

諸活動の継続によ

り、健康を管理する

セルフケア能力が

向上している。 

それぞれの活動が自分の今後の

学校生活に活かされると回答し

た割合が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満    

C以下の場合、

今後の取り組

み内容を再検

討する。 

活動後にア

ンケートを

実施する。 

③ 生徒自身がルー

ルやマナーの必

要性を理解し、規

範に基づいて主

体的に判断し行

動する力を身に

つける。 

生徒指導

課 

規範意識が未熟で、

主体的に判断し行動

することが困難な生

徒がいる。 

 

【成果指標】 

規範意識の醸成に

より、状況に応じた

適切な振る舞いを

実践している。 

 

「ルールやマナーを意識し、状

況に応じた行動を考え実践する

ことができた」 と評価した生徒

の割合が 

Ａ ９０％以上 

Ｂ ８０％以上 

Ｃ ７０％以上 

Ｄ ７０％未満    

 

 

 

C以下の場合、

説明方法、指

導方法を検討

する。 

 

７月・１２月

にアンケー

トを実施す

る 

 

 



重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

3 本校の教育活

動や専門分野

の魅力を多様

な媒体で効果

的に広報し、地

域社会の理解

を深めるとと

もに、志願者の

さらなる増加

を図る。 

 

 

① 「学校説明会」

「出前授業」を通

して本校の教育

活動や看護・福祉

の魅力を具体的

に説明する。 

総務課 

衛生看護

科 

健康福祉

科 

 

看護・福祉への道に

興味・関心のある中

学生は一定数いる

が、本校への志願に

結びついていない。 

 

 

【成果指標】 

学校説明会への参

加により、本校への

志願意欲が明確化

している。 

出前・交流授業の実

施により、福祉分野

への興味・関心が高

まっている。 

「説明会」「出前授業」に参加し

たことで本校へ志願したいと回

答した生徒が 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８０％以上 

Ｃ  ７０％以上 

Ｄ  ７０％未満 

C以下の場合、

説明内容と方

法を再検討す

る。 

 

 

 

説明会・出前

授業でアン

ケートを実

施する。 

② 本校の特色ある

学校行事の取り

組みや、衛生看護

科・健康福祉科生

徒の活躍を地域

に向けて発信す

る。 

総務課 

衛生看護

科 

健康福祉

科 

GIGA 

 

ホームページを更新

しているが、保護者

は頻繁には見ていな

い。魅力的な情報発

信（学校行事だけで

はなく、学校生活等）

の工夫が必要であ

る。 

【成果指標】 

ホームページ等の

情報発信により、本

校への理解を深め、

志望校選択に活用

している。 

高校を選択する際に本校のホー

ムページが参考になったと答え

る割合が、 

Ａ ７０％以上 

Ｂ ５０％以上 

Ｃ ３０％以上 

Ｄ ３０％未満 

C以下の場合、

広報活動を再

検討する。 

体験入学・学

校説明会で

アンケート

を実施する。 

 

重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

4 心理的安全性

を基盤に防災・

防犯対策を強

化し、生徒が心

身ともに健や

かに学習でき

る安全・安心な

教育環境を、整

➀ 「避難訓練」「災

害対応訓練」によ

り災害等の不測

の事態に適切に

判断し行動でき

る力を育成する。 

総務課 防災意識を持つ生

徒はいる。さらに、

緊急時に自他の安

全を確保し、適切に

判断し行動できる

資質を育成する必

要がある。 

【成果指標】 

不測の事態への訓練

により、適切な判断

に基づく行動を実践

している。 

「避難訓練」「災害対応訓練」を

通して不測な事態に適切に判断

し行動する力が身に付いたと回

答した生徒が 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８０％以上 

Ｃ  ７０％以上 

Ｄ  ７０％未満 

C以下の場合、

実施方法と内

容 を 検 討 す

る。 

訓練後にア

ンケートを

実施する。 



備・充実させ

る。 

 

 

 

 

 

➁ 「田鶴浜高校い

じめ防止基本方

針」に基づい

て、いじめのな

い学校作りを推

進する。 

 

 

 

 

生徒指導

課 

 

教育相談

課 

 

保健課 

 

「いじめを絶対許

さないという意識」

を持つ生徒は多い

が、人間関係のトラ

ブルが起こる可能

性は様々なところ

にあり、生徒の「い

じめ防止」への意識

は常に持たせなけ

ればならない。 

【成果指標】 

人権教育の推進によ

り、いじめを許さな

い安心な環境を構築

している。 

「互いの人格を尊重し、いじめ

を絶対に許さない」や「学校が安

心・安全な学習の場である」と回

答した割合が 

Ａ ９５％以上 

Ｂ ８５％以上 

Ｃ ７５％以上 

Ｄ ７５％未満    

C以下の場合、

いじめの未然

防止の取組を

再検討する。 

５月・１０月

にアンケー

トを実施す

る。 

③ 専門職として必

要な防災意識と

自他の安全の確

保について専門

教科の学習と関

連させ身に付け

ることができる

授業を展開する。 

衛生看護

科 

健康福祉

科 

専門職の資質とし

て自他の安全の確

保が求められてい

る。不測な事態に適

切に判断すること

ができる力が不十

分な生徒がいる。 

【成果指標】 

専門教科の学習によ

り、自他の安全を確

保する防災行動力を

得ている。 

専門教科の学びを通して、防災

意識が高まり、自他の安全の確

保に向けて考え判断する力が身

に付いたと回答した生徒が 

Ａ  ９０％以上 

Ｂ  ８０％以上 

Ｃ  ７０％以上 

Ｄ  ７０％未満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C以下の場合、

取り上げる場

面と内容を再

検討する。 

７月・１２月

にアンケー

トを実施す

る。 

 



重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備 考 

5 業務の可視可

と協働化によ

り自己研鑽の

時間を創出し、

教職員の資質

向上と働き方

改革を推進す

ることで、教育

活動の質を高

める。 

 

➀ 時間外勤務を減

少させるため、

ICT 活用の定着

を図りながら校

務の効率化・協働

化・見える化を進

める。 

管理職 校務の効率化の意

識が浸透し、時間外

勤務時間の月平均

は一昨年度３０．５

時間、昨年度２７．

２時間と減少して

いる。より一層業務

の平準化・協働化・

見える化を推進す

るよう働きかけて

いきたい。 

【最終成果指標】  

ICT による校務効率

化により、時間外勤

務時間が前年度を下

回っている。 

 

具体の取組を積極的に進め、一

月あたりの時間外勤務時間の平

均が、 

Ａ ２５時間未満 

Ｂ ２５時間以上 

３０時間未満 

Ｃ ３０時間以上 

      ３５時間未満 

Ｄ  ３５時間以上 

C以下の場合、

業務の効率化

の取組を再検

討する。 

 

 

 


